
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
。
旧
年

中
に
賜
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
心
温
ま
る
御
支

援
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
新
年
早
々
か
ら
続
い
て
き
た

「
コ
ロ
ナ
禍
」で
す
が
、
早
急
に
安
全
な
ワ
ク
チ

ン
供
給
に
目
処
を
つ
け
、
終
息
に
向
け
た
一
筋

の
光
を
示
し
、
社
会
経
済
活
動
の
再
活
性
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
昨
年
は
、
七
月
の
豪
雨
災
害
で
本
県
も

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
復

旧
・
復
興
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
河
川
流
域
の
あ

ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
治
水

対
策
に
取
り
組
む
「
流
域
治
水
」
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
年
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
開
催
を
危
ぶ
む
声
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
体
操
国
際
競
技
大

会
の
閉
会
式
で
、
内
村
航
平
選
手
は
こ
う
語
り

か
け
ま
し
た
。「（
五
輪
開
催
が
）〝
で
き
な
い
〟

じ
ゃ
な
く
て
、〝
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
〟

を
み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い
」。

私
も
決
し
て
「
で
き
な
い
」
と
諦
め
る
こ
と

な
く
、希
望
あ
る
明
日
、そ
し
て
活
力
あ
る
大
分

づ
く
り
の
た
め
全
力
で
頑
張
ら
ね
ば
と
心
新
た

に
決
意
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
「
丑
年
」で
す
。「
こ
れ
か
ら
発
展
す

る
前
触
れ
（
芽
が
出
る
）」の
年
と
言
わ
れ
る
と

お
り
、必
ず
夜
明
け
（
脱
コ
ロ
ナ
）は
訪
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
一
年　

元
旦

大
分
県
は
、
ア
ジ
ア
初
と
な

る
「
水
平
型
打
ち
上
げ
方
式

（
※
）」
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
（
宇
宙
港
）を
、大
分
空
港
に

誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
か
ら
人
工

衛
星
の
打
ち
上
げ
を
行
う
の

は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ヴ
ァ
ー
ジ

ン
・
オ
ー
ビ
ッ
ト
社
」
で
、
早

け
れ
ば
来
年
に
は
第
一
号
の
打

ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト

の
設
置
に
伴
い
、
打

ち
上
げ
の
際
に
は
、

多
数
の
海
外
ス
タ
ッ

フ
が
大
分
に
長
期
間

滞
在
す
る
こ
と
に
加

え
、
打
ち
上
げ
の
見

学
に
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
工
衛
星
や
打
ち
上

げ
機
器
に
必
要
な
機
材
は
、
地

元
で
調
達
す
る
も
の
も
多
く
あ

る
と
の
こ
と
で
、
地
元
産
業
の

活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
分
か
ら
宇
宙
旅
行
も

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
二
〇
二
四
年

に
有
人
月
面
着
陸
、
二
〇
二
八

年
ま
で
に
月
面
基
地
の
建
設
を

開
始
す
る「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

内
に
は
ア
メ
リ
カ
で
「
宇
宙
旅

行
」
も
始
ま
る
そ
う
で
、
将
来

的
に
は
大
分
の
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
か
ら
宇
宙
旅
行
に
行
け
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

拡
大
す
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

昨
年
末
は「
は
や
ぶ
さ
２
」の

再
び
の
快
挙
に
歓
喜
が
湧
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ

ス
は
勢
い
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
類
が
打
ち
上

げ
た
人
工
衛
星
の
数
は
約

九
六
〇
〇
基
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
ー

ス
Ｘ
社
は
、
大
量
の
小
型
衛
星

を
利
用
し
た
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
網
の
整
備
を
め
ざ
し
、

今
後
数
年
間
で
数
万
基
の
小
型

衛
星
を
打
ち
上
げ
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の
誕
生
を

契
機
に
、
大
分
県
は
「
お
お
い

た
宇
宙
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
宇
宙

技
術
お
よ
び
科
学
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
大
分
別
府
大
会
」
を

開
催
す
る

な
ど
宇
宙

へ
の
関
心

を
広
め
て

い
き
ま
す
。

振り返る2020年

１１月月
▷連合大分「2020春季生活闘争学習会」、種子法学習会、

県議会出前講座（in 大分高専）、議会運営委員会県外
所管事務調査（岡山県・鳥取県）ほか▲

県民クラブ県外調査 
（沖縄県）
謝花沖縄県副知事と日米
地位協定の課題を共有。
廃校を活用して特色ある
教育に取り組む「Ｎ高」
を訪問。

２２月月
▷豊予海峡みらいづくりシ

ンポジウム、大分大学経
済学部地域経済研究セン
ターシンポジウム、新型
コロナウイルス感染症対
策説明会ほか▲

第９回夢一輪運動
「暮らしに花を、心に潤い
を」をスローガンに、感性
を育み、子どもたちの未来
に夢を託すプロジェクト。▲

大分大学経済学部地域経済研究センター 
シンポジウム
「地域再生と公共政策」を
テーマに開催。分権型地
域再生のすすめ、大分市
の魅力発信など、パネル
ディスカッション。母校
の後輩も参加するなか、
往時を振り返りました。▲

関係人口サミットin大分
定住には至らないもの
の、継続的に特定の地域
との関わりを持つ人たち
が「関係人口」。地域課
題の解決も期待される。

３３月月
▷県議会予算特別委員会、県議会農林水産委員会ほか
▷第１回定例県議会閉会
＊�３月以降、国の新型コロナウイルス感染症対策本部
の要請を受けて以降、様々な行事が中止・延期され
る異例の事態となりました。

４４月月
▷種子条例（仮称）策定準備会、生活総点検活動現地調

査、県議会政策検討協議会ほか
▷緊急事態宣言が全国に発出

５５月月
▷緊急事態宣言が全国で解

除、議会運営委員会ほか▲

福祉保健生活環境委員会
県内所管事務調査
「新型コロナ」感染症拡
大対策のため、初の試みとしてオンライン会議形式で
実施。（竹田、佐伯、宇佐、国東、日田と結んで質疑・意
見交換）

夜
明
け
と
と
も
に

 
光
輝
く
新
た
な
年
に

※
水
平
型
打
ち
上
げ
方
式
…
航
空
機
に

人
工
衛
星
を
装
着
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を

吊
り
下
げ
、
空
港
か
ら
離
陸
。
高
度

１
万
Ｍ
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
切
り
離
し
、

宇
宙
ま
で
人
工
衛
星
を
運
び
ま
す
。

大分空港
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大分に宇宙港が誕生
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大
分
に
宇
宙
港
が
や
っ

て
き
ま
す
。「
水
平
型
打

ち
上
げ
方
式
」
の
宇
宙

港
は
大
分
を
含
め
世
界

に
三
箇
所
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
つ
は
米
国
、
も
う
一

つ
は
英
国
で
す
。
そ
ん
な
希
少

な
施
設
が
大
分
の
地
に
選
ば
れ

た
の
は
正
に
奇
跡
的
な
出
来
事

で
す
▼
宇
宙
は
ま
だ
遠
い
存
在

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
野

口
聡
一
さ
ん
は
三
回
目
の
宇
宙

飛
行
に
臨
み
、
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
は
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
も
参
加
し
、
月
を
拠
点
に

次
は
火
星
を
探
索
す
る
と
の
こ

と
▼
今
年
挙
行
さ
れ
る
宇
宙
旅

行
の
費
用
は
一
人
二
七
〇
〇
万

円
と
の
こ
と
で
す
が
、
約
半
世

紀
前
の
「
ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
」

の
当
時
、
日
本
か
ら
の
ハ
ワ
イ

旅
行
の
ツ
ア
ー
費
用
は
一
人
四

百
万
円
。（
そ
れ
で
も
す
ぐ
満
席

に
な
っ
た
そ
う
で
す
）
現
在
は

安
い
ツ
ア
ー
な
ら
十
万
円
で
ハ

ワ
イ
に
行
け
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
手
頃
な
値
段
で
宇
宙
へ
行

く
日
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は

▼
宇
宙
利
用
に
は
も
う
一
つ
の

狙
い
が
あ
り
、
宇
宙
経
由
で
国

際
間
を
移
動
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
か

ら
宇
宙
経
由
で
ア
メ
リ
カ
へ
行

く
と
三
十
分
程
度
で
着
く
ら
し

い
で
す
▼
以
前
、
県
議
会
の
一

般
質
問
で
「
科
学
館
」
の
設
置

を
提
案
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
大
分
空
港
が
宇
宙
港
と
し

て
利
用
さ
れ

る
の
で
あ
れ

ば
、
空
港
の
近

く
に
「
宇
宙
科

学
館
」
が
あ
っ

て
良
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

竹の子記

６６月月
▷第１回臨時会、第２回定例

県議会開会ほか▲

大分県拠点施設「dot.」 
オンライン内覧会
福岡市中心部に大分県へ
の就職・移住相談を行う
拠点施設がオープン。　�
（呼称は「ドット」）▲

大友氏館跡庭園が完成
大分市中心部で発掘され
た国指定史跡「大友氏遺
跡」に400年前の庭園が復
元。当時の大名館の庭園
としては最大級の規模。

７７月月
▷第２回定例県議会閉会、福祉保健生活環境委員

会県内所管事務調査（津久見市社会福祉協議会
ほか）、政策検討協議会現地調査（県立聾学校、
県聴覚障害者センター）ほか▲

地域課題別研究会 in 日田
過疎化の進む中津江村の
地域づくり、林業活性化、
豪雨災害で不通となった
日田彦山線の復旧等につ
いて地元の皆さんと意見
交換。▲

APU の学生さんとの 
意見交換
地球温暖化や海洋プ
ラスティックゴミの問
題、気候変動非常事態
宣言の発出、環境に配
慮した観光づくり等に
ついて話し合う。（内
容は９月議会で発言に
反映）▲

令和２年７月豪雨・災害ボランティアへ参加
記録的短時間大雨
情報が発せられ県
内各地に大きな被
害が発生。コロナ禍
の影響で県外から
のボランティア参
加が制限されるな
か、九重町の復旧作
業に参加。

８８月月
▷民間病院の「新型コロナ」対応について意見交

換、地方自治研究センター学習会ほか▲
2021年度当初予算編
成に関わる県知事要請
新年度の県予算編成
に関し、連合大分の政
策提言や働く人の要
望を取りまとめて県知
事へ要請書を手交。▲

福祉保健生活環境委
員会県内所管事務調
査（中津児童相談所、
NPO 法人まど風月館
大学校ほか）
子どもの「やりたい」を
伸ばし、地域とつなぐ
場所。

９９月月
▷第３回定例県議会開会、大分政経懇話会、県議会

政策検討協議会ほか▲

大分県立病院精神医療
センター開所式
多くの県民が待ち望ん
だ県立精神科を設置。
他施設で対応困難な急
性期患者等に対し、短
期・集中的治療を365
日24時間体制で対応。▲

地域課題別研究会 
in 宇佐
地域振興について宇佐
市長と意見交換。ICT
を活用したスマート農
業の取組や戦争遺跡の
保存・継承に対する取
組を現地でヒアリング。

1010月月
▷大友氏顕彰フォーラム in 大分、フリースクール

運営に関わる意見交換会、新年度大分県予算編
成に関する県部局長協議ほか▲

令和２年７月豪雨災害現地調査（由布市、日田
市、玖珠町、九重町）
想定を大幅に超え
る集中豪雨が襲う。
現地の被災状況を
視察し、地元首長や
住民の皆さんから
いただいた要望を
国や県政へ繋げる。▲

地酒を活用した地域振興に関わる調査（新潟県）
清酒づくりに使われる
酒米は、地元産が95％
と地域振興に貢献。全
国唯一の県立醸造試験
場があり、銘酒「久保
田」は当試験場で誕生。

1111月月
▷「おおいた教育の日」推進大会（津久見市）、令

和２年７月豪雨災害の復旧・復興に関する国会
議員への要請活動（東京都）、第４回定例県議会
開会ほか▲

流域治水に対する先進地調
査（滋賀県）
令和２年７月豪雨では、県内
あちらこちらの河川が氾濫。
ダムや堤防の建設だけでな
く、遊水地の整備や家屋の建
築制限等による総合治水対
策が求められる。

1212月月
▷連合大分街頭宣伝、第４回定例県議会閉会ほか▲

「飲んだらのれん」街頭宣伝
引き続く「コロナ禍」で、「新年会」等の会食の
機会は減っているようですが、「飲酒・酒気帯
び」運転
は厳禁で
す。飲ん
だ翌朝の
運転では、
アルコー
ルチェッ
クを。

手話は、手指の動きや表情等で視覚的に表
現される「言語」です。そして、手話を必要
とする人にとって、手話は思考や感情、そし
てコミュニケーションの基盤であって暮ら
しの上において必要不可欠なものです。

しかし、手話が「言語」である事に対する
理解は、社会のなかで十分に広まっていると
は言えません。

そこで、県議会に設置された政策検討協議
会では、議員提案による「大分県手話言語条
例（仮称）」の制定を進めています。（私も協
議会の副会長として、条例案の検討に取り組
んできました）

条例案は、県民が手話についての理解を深
め、手話を必要とする人が習得できる機会を
確保し、手話による円滑な意思疎通のための
環境を整備することにより、障がいのある人
とない人が互いに人格と個性を尊重し合い、
共生する社会の実現をめざしています。

現在（〜１月22日まで）、郵送・FAX・E
メールにより、条例案に対するご意見等を募
集しております。（詳細は大分県議会HPを
ご覧ください）

2008年に発出したリーマンショックによ
る世界金融危機のなか、空港利用者の減少
が続き、全国唯一の「ホーバークラフト」の
運航が2009年に廃止されることとなりまし
た。

現在は「コロナ禍」で空港利用者は減少し
ていますが、「コロナ」が終息し、大分空港が
アジア初のスペースポート（宇宙港）として
運用開始されることになれば、以前の水準以
上に戻ると予想されます。

空港側の発着地は変わりませんが、大分市
側は以前のホーバー基地があった大洲地区
から西大分地区（西大分港の東側）に変更さ
れる見通しです。

一方、運賃は片道1,500円（以前は４枚綴
回数券で１枚2,400円）へ大幅な値下げが予
定されています。なお、空港までの所要時間
は以前と同じ25分程度となっています。

すでに運航事業者が決定され、早ければ
2023年に運航開始の予定です。

「大分県手話言語条例（仮称）」
の制定を進めています

懐かしの
ホーバークラフトが復活
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